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や ま な し 
第 6９号 200８年１２月１８日（年３回発行） 

 

 

巻頭言 

 

山梨厚生病院  樋川 恵 

 

ナカさん（仮名）は今日も手の中に何か持ってきた。 

「これ、おいしかったから、先生、食べて」ティッシュ 

の中に大事にくるまれているのは小さなデラブドウの粒 

が１０粒。昨日はクッキーが２枚。おとといは小さな 

お饅頭。（ありがとうって、毎日受け取るとナカさんは 

毎日持ってくるかもしれない。）私は「ナカさん、ありが 

とうね。でも、これからは持ってこなくてもいいんだよ。」 

と伝えた。ナカさんはとても悲しそうな顔をした。 

ナカさんは少しよたつくけど歩ける。ＡＤＬもだいたい 

出来る。いつもおどおどと少し下向きに歩くので、 

（もう少し上向いて良い姿勢で生活しようよ）私は 

「元気よくボールを投げましょう」と促す。ナカさんは 

ボールを受け取って投げられる。３回くらい付き合って 

くれるけど、とても困った顔をして「もうできません。」と言う。 

ナカさんはネット手芸もできる。でも、入れるところがよく分らなくなる。「前に入れた次の所に

入れてね。」同じことをもう１０回も言っているとついつい言葉がきつくなる。ナカさんはとても悲

しそうにして、手を止める。 

就職して３年目に出会ったナカさん。ナカさんには悲しい顔ばかりさせてしまった。ナカさんは

私の師匠である。ナカさんに悲しい顔をさせないようにするにはどうしたらいいのか、いつもいつ

も考えていた。ナカさんが退院してからもずっと。答えがやっと見つかったかなと思ったのは、そ

れから何年も経ってからだ。 

認知症の人を見るたびにナカさんを思い出す。私にとっての一つの原点である。患者さんたちに

は迷惑ばかりかけてきた。未熟ゆえに。無知ゆえに。しょうがない。若い時はそんなもの。大目に

見てもらって。その内になんとかなるから…。と、思い出に言い訳する。 

仕事をしていて、嬉しいこともある。今のような、「個別訓練」のワクに捉われなかった頃は、七

夕会やクリスマス会などの行事を患者さんたちと楽しむことができた。ある年のクリスマス会で水

戸黄門の劇を上演した。最後に紀伊国屋から取り上げた大判を参加者全員にふるまった。段ボール

を切って、ぴかぴかの金の色紙を貼って、「大判」と書いてあるやつ。その大判を、一人の患者さん

が、退院して亡くなるまで大切に持っていてくれたことを何年か後に、風の噂で聞いた。「楽しかっ

た」とよく言っていたそうだ。個別訓練も大切だけど、集団は大きなものが動く。人間には「感動 
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する」ことが必要だと思う。集団訓練の感動は個別訓練の何倍も大きい。何十人もの集団はもと

より、数人単位のグループでも、個別とは別の効果をもたらすものだ。そのことを、多くのＯＴに

は知っていてほしいと思う。 

今日も９３歳のヒデさん（仮名）が泣いた。ヒデさんは悔しい。体が丌自由になって息子のため

に食事作りができないことが。何でも自分でできないことが。ナカさんのお陰で、ヒデさんの気持

ちが見えるようにさせてもらったと思う。人間が生きていることって、すごいなと思う。誰かの役

に立つってことが人を生かしている。 

今、ナカさんがまたティッシュにくるんで何かおやつを持ってきたら、背中に日のあたる場所に

座って、二人でお茶したいと思う。 

 

  

 

＜倫理委員会 研修会＞ 

テーマ OTの職業倫理 

講 師 佐藤 陽子 教授 （信州大学） 

日 時 平成21年1月10日（土）14：00～（受付13：30～） 

会 場 
山梨厚生病院 多目的ホール（5号館4階） 

山梨市落合860 TEL：0553-23-1311 

対 象 作業療法士、関係各種 

参加費 会員・学生：無料 ／ 非会員：500円 

申込方法 FAXにてお申込みください 

 

 ＜企画研修部 第5回研修会＞ 

テーマ 体幹と上肢のコネクション（仮） 

講 師 大槻 利夫氏 （諏訪赤十字病院 理学療法士） 

内 容 講義と実技 

日 時 平成21年3月7日（土）・8日（日） 

会 場 富士温泉病院 理学療法室・作業療法室 （山梨県笛吹市春日居町小松1177） 

対象者 作業療法士・理学療法士・言語聴覚療法士・その他関連職種 

参加費 会員無料 ／ 会員外 1,000円 ／ 学生 500円 

定 員 80名 

申込方法 FAX または yot.gakujyutu@gmail.com よりお申し込み下さい。 

＊詳しくは、山梨県作業療法士会のホームページを参照してください。 

 http://ot-yamanashi.org/ 
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身障だより 

 

                    塩山市民病院    三枝 美和 

 

 このたび新しい企画として“身障だより”が始まることとなりました。その栄えある第

１回目として我が塩山市民病院がご指名を受けましたので、皆様に紹介したいと思います。 

  

当院は地域の中核病院を目指し救急医療をはじめとする急性期医療・高齢化社会に対応

する療養型病棟、そして通所リハビリテーションと地域に根ざした医療を提供しています。 

 

作業療法室は平成１２年４月に開設され、入院・外来リハとともに通所リハビリテーシ

ョンも併設されています。ＯＴ室・通所ともに５階の日当たり良好な場所にあり、お日様

をさんさんと浴びながら日々の業務にいそしんでいます。窓からの景色も最高で南には日

本一の富士山、西には雄大な南アルプスの山々、北には地元の方が愛する塩ノ山を眺める

ことが出来ます。四季折々、春には桃やすももの花のじゅうたんが、秋には葡萄の葉や木々

の色づきが楽しめます。このようにとても風光明媚な立地にあります。 

 

ＯＴスタッフは、女性３名（内通所１名）・男性１名の計４名で明るく楽しく笑顔いっぱ

いで働いています。通所には専任ＯＴ以外に看護師・介護福祉士が在籍し、みんなで切り

盛りしています。今年ＯＴ開設以来初！の男性スタッフを迎えＯＴ室の雰囲気も一味違う

ものとなりました。今では部屋から男性の声がすることにもなれ、すっかり馴染んでいま

す。リハビリ患者様の憩いの場となれるよう日々精進しています。 

 

 
             

 

 

処方は主に整形外科・脳神経外科・内科・外科・神経内科からでます。以前は急性期か

ら維持期まで幅広い脳血管疾患の患者様が多かったのですが、最近は内科・外科などから

も増え、今まであまり関わることのなかった疾患の患者様にも携わらせていただいていま

す。呼吸リハビリや緩和ケアなど新たな分野の処方に対しても悩み・迷いながらスタッフ

一丸となってがんばっています。また脳外科に関しては、カンファレンスとは別に高次脳 

＊通所スタッフ＊ ＊ＯＴスタッフ＊ 
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勉強会と題してＤｒ．ＯＴ・ＳＴのメンバーで知識が深まるようにと定期的に会合？を開

いています。ともするとさぼりがちな私にとっては、貴重なお勉強の機会となっています。 

 

 

   ＊初秋の壁絵・コスモス＊     ＊文化展出品作品・富士山＊ 

 

一方通所リハビリでは脳血管疾患後遺症の利用者様を中心に月～金まで１日 13 名程の

方が通っています。現在は医療のＯＴスタッフも集団体操・個別訓練をできる範囲でお手

伝いしています。最近では通所でなければ大人数での集団体操やレクなどを一緒に行なう

機会はなかなかないので、少し緊張しながらも楽しく行なっています。また季節ごとに様々

な作品を作成して障害者文化展に毎年出品しています。それ以外にも、月ごとのお誕生日

会や催し物などを企画することで利用者様に楽しい時間を過ごしていただけるようアイデ

ィアを出し合っています。 

 

 

  ＊地元が愛する塩の山＊         ＊日本一の富士山＊ 

  

当院ＯＴについて少し知っていただけましたでしょうか？これからも患者様利用者様に気

持ちよくリハビリ・機能訓練をしていただけるように、スタッフ一同力をあわせて努力し

ていきたいと思います。 

 企画編集部からのお知らせ 「山梨県作業療法士会ニュース」の名前を募集！！ 

 

皆さんのアイデアをたくさんお寄せ下さい。採用された方には、企画編集部より粗品を進呈。 

FAX での御応募お待ちしています。（各１部 FAX 用紙を同封しましたので、ご利用下さい。） 

 

 ＜連絡先＞ 

  〒405-0033    山梨県山梨市落合 860    山梨厚生病院 

  山梨県作業療法士会 企画編集部  勝俣奈央子  TEL 0553-23-1311 FAX0553-23-0168 
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□老健だより 

ケアの基盤にあるのは『人が好き』という思い 

―老健では、お年寄りに心地よく過ごしてもらうために、いろんな取り組みをしています。― 

 

介護老人保健施設 ＮＡＣ湯村 大久保寿美 

 

●認知症短期集中リハに大きな効果 

 財）全国老人保健施設協議会発行の月刊誌に「老健」という雑誌がある。内容は月々の

特集の他に、トピックス、実践講座、各職種からの投稿、実施研修施設からの報告、介護

給付費実態調査結果の概況などを報告するデータファイルなどである。 

 １０月号の特集は「認知症短期集中リハビリテーションに大きな効果が認められた」こ

とを紹介している。調査結果の詳細については、「老健１０月号」を参照いただきたいが、

大まかには、「学習訓練療法が臨床的認知症重症度の改善にきわめて有効であり、活動性の

向上、ADL の向上、周辺症状の軽減にも有効であった。」と報告されている。 

 更に、「老健施設はリハを通じて３ヶ月から６ヶ月の間に在宅復帰をめざすというのが本

来の機能、（略）在宅復帰の大きな阻害因子になっている認知症の阻害要因である認知症の

周辺症状をリハで改善することができたことは、老健の本来あるべき力を数字で示すこと

ができた。」と研究事業に携わる医師の弁である。（＊１） 

 実際には認知症短期集中リハ加算算定要件（＊専門の医師の判断、HDS-R・ＭＭＳＥ

の点数など。詳細は紙面の都合で割愛。）というしばりはあるものの、少しでも有効なこと

を、日々の活動に取り入れ、認知症の進行予防および生活の活性化を図りたい。 

＊１ 鳥羽研二 杏林大学医学部高齢医学教授、認知症短期集中リハの実践と効果に関する検証・研究事業

班班長．「インタビュー 老健施設が認知症の在宅復帰の拠点に」老健．２００８．１０月．ｐ１２． 

●山梨老健ＯＴを考える会 

 この４月より新規メンバーも加わった。他職種との連携の how to やＯＴ的な視点を、

どのように生かせるか、情報交換や研修会報告などを主体に共通の問題点を見つけ、改善

に向けた取り組みも試みている。（昨年度は認知症がテーマでした。） 

最近では、『笑い』についての情報交換が興味深い。どうしたら楽しみとして活動に参加

していただけるか、馴染みのものの提供が有効では、と、①昭和５０年代などの歌謡番組、

②同じメニューの体操の提供、③落語などなど…。笑いといえば、平成１８年には県内で

第一号の“笑い療法士”（＊２）が誕生している。私たちも対象者の笑顔をたくさん見たい。

がんばらなくちゃ。。。 

 本会は毎月第３木曜日に開催。老年期に興味を 

持つ病院勤務のＯＴも参加している。参加費１回 

お茶菓子代１００円のざっくばらんな２時間であ 

る。興味をお持ちの方はぜひご参加ください。 

＊２「笑い療法士」：医師や大学教授で構成される「癒しの 

環境研究会」認定資格（平成１７年～）。発病予防や 

治癒力の向上を目指す。 
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～ 精 神 科 だ よ り ～ 

     ち っ ぽ け な 関 わ り ～ た く さ ん の 苦 悩 と で っ か い 喜 び ！ ！ ～ 

                      

日下 部 記 念病 院 作業 療 法 課 

                            相 川 ち ひ ろ 

 

就職 し て 約１ 年 半 が経 っ た 。任 せ ても ら え る仕 事 や 受け 持 ち のケ ー スも 少 し ず

つ 増 え 、多 く の 経 験 を さ せて も ら え て いる 。 そ の 中 で 、 私が 受 け 持 ち と なっ た 、

ある 患 者 さん か ら 学ん だ こ とを 書 こう と 思 う。  

約７ ヵ 月 前 、２０ 年 間 未治 療 で あ る 統 合 失 調症 の 患 者さ ん が 入院 し てき た 。入

院し て か らし ば ら くの 間 は 抑制 さ れ 、ほぼ 寝 た きり 状 態 だっ た 。亜 昏迷 状 態 で 視

線が 合 う こと は な く 、疎通 も 図 れ なか っ た 。そ んな 精 神 状態 の 影 響 から 全 身 の緊

張は 高 く 、尖 足 も 進み 、 歩 けな い 状態 に ま でな っ て いた 。  

そし て 入 院か ら 約 ３ヵ 月 後 、Ｏ Ｔ が処 方 さ れた 。ま ず は ベッ ド サ イ ド で 声 を掛

ける こ と から 始 め 、それ と 合 わせ て尖 足・拘 縮悪 化 予 防の た め 、下 肢の 関 節 可動

域訓 練 を 中心 に Ｏ Ｔを 開 始 した 。毎日 病 室 へ通 う も のの 、一 向 に 意 思の 疎 通 は図

れな か っ たが 、た と え返 事 が なく とも 話 し かけ る こ とは 続 け た 。そ れで も 、や っ

ぱり 、ど う にか し て 患者 さ ん の反 応を 引 き 出し た く て 、い ろ い ろ考 えた 末 、風 船

を目 の 前 で投 げ て みた 。す る と 、今ま で 声 掛け に も 全く 反 応 のな か った 患 者 さん

が 、風船 を 打ち 返 し てく れ た 。そ れが 私 に とっ て は すご く 嬉 しく て 、何 度も 何 度

も打 ち 合 いっ こ し た 。そし て 、そ の日 か ら 風船 バ レ ーを 介 し ての コ ミュ ニ ケ ーシ

ョン が 始 まっ た 。初 め は単 発 的 な 発語 の み であ っ た が 、その う ち 短 文で の 会 話が

でき る よ うに な っ てい っ た 。  

そ の 後 、少 し ず つ で は あ るが 、 精 神 面 へ のア プ ロ ー チ が 軌 道に 乗 り 始 め る と、

自然 と 身 体面 へ の アプ ロ ー チも し やす く な って い っ た 。そし て 、一 人で 歩 行 でき

るま で に なっ た 。 

歩け る よ うに な っ たと こ ろ で、今 度は も う 少し 周 り から の 刺 激を 入 れる こ と が

必要 で あ ると 考 え、あ る 日、歩 行 訓練 を 兼 ねて 売 店 まで 行 っ た。す ると 、自発 的

に何 か す ると い う こと の な い患 者 さん が 、売 店 のパ ン を 自ら 手 に と って『 美 味 し

そう … 』と 言っ た 。私は そ の 一言 に驚 き 、感 動し た 。その 後 か ら 、売店 へ 行 く時

はお 小 遣 いを 持 っ て行 く よ うに な った 。そ し て 、ある 日 、パ ンを 買 った 患 者 さん

は病 棟 へ 戻る と ２ つの パ ン を持 ち 、残 りは 看 護 室へ 預 け て自 室 へ 向 かっ た 。私 が

“２ つ も 食べ ら れ るの か な ぁ？ ”と思 っ て いる と 、そ の患 者 さ んが『 私 こ れ 食 べ

るか ら 、先 生 こ っち 食 べ て』と 言 って 、パン を １ つ差 し 出 して く れ た。そ の瞬 間 、

私は 患 者 さん に 抱 きつ き た くな る くら い 嬉 しか っ た 。涙 が 出 そう に なる く ら い感

動 し た 。日 々 の 努 力 、 小 さな 積 み 重 ね が報 わ れ た よ う な 気が し て 、“ あ ぁ、 私 が

やっ て き たこ と は 無駄 じ ゃ なか っ たん だ ” と思 う こ とが で き た。  

この 患 者 さん は 入 院当 初 よ りは 良 くな っ た もの の 、まだ ま だ 精神 状 態に は 波 が  
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ある 。 そ のた め 、 今で も 反 応が 返 って こ な い時 や 拒 否さ れ る こと は 度々 あ る 。  

そ ん な 日は １ 日 ブ ル ー な 気分 に な り 、“ 自 分ダ メ だ な ぁ … 力 丌足 だ な ぁ …” と 落

ち込 む 。で も 、何か し らの 反 応 が 返っ て き た時 は 、そ の何 倍 も の嬉 しさ を 感 じる

こと が で きる 。 

最近 気 づ いた こ と …私 は 患 者さ ん と共 に 一 喜一 憂 し 、そ し て 日々 成 長し て い る

とい う こ と 。時に 患 者 さん の 笑 顔 を見 て 嬉 しく な り 、時 に患 者 さ ん に拒 否 さ れて

落ち 込 む 。その 繰 り 返し が あ るか らこ そ 、色 々考 え 、学 ぶこ と が で きて い る のだ

と思 う 。 

 こ れ か らも 患 者 さん と 関 わっ て いく 中 で 、拒否 さ れ たり 、怒 鳴 ら れた り 、攻 撃

対象 に な った り す るこ と は ある と 思う 。その 度 に、落 ち 込む か も しれ ない 。でも 、

それ 以 上 の喜 び を 感じ る こ とが で き た 時 、こ の 仕事 の や り甲 斐 を 感 じる 。今 後 も

患者 さ ん の笑 顔 を 糧に 、 勉 強し な がら 頑 張 って い き たい 。 

 

 

 

 

 

＜学会運営部 第 3 回山梨県作業療法学会＞  

主 催  山梨県作業療法士会  

会 期  平成 21 年 4 月 26 日（日）10：00～18：00（予定） 

テーマ 広がりとつながり～その人らしさを支える作業療法～  

会 場  山梨市民会館 （山梨県山梨市万力 1830 TEL：0553-22-9611） 

対 象  作業療法士および関係各種、学生、その他  

その他  参加申し込みおよび参加費等は、後日ご案内します 

連絡先  

〒406-0014 山梨県笛吹市春日居町国府 436  

春日居リハビリテーション病院 リハビリテーション部作業療法科 

山梨県作業療法学会 事務局 磯野弘司 

TEL：0553-26-4126 FAX：0553-26-4366 

 



山梨県作業療法士会ニュース No6９.200８.DEC                                                

 

8 

 

活動紹介  

広報局 

 広 報 局 担当 理 事 竜 王 リ ハビ リ テー シ ョ ン病 院  飯野 知 一 

 

会員 の 皆 さん 、こ ん にち は 。広 報 局で す 。今 回は 広 報 局が ど の 様な 活動 や 仕 事

を行 っ て いる の か 皆さ ん に 知っ て いた だ こ うと い う こと で 、紹介 を させ て い ただ

きま す 。 

広報 局 は 企画 編 集 部と ホ ー ムペ ー ジ管 理 部 の二 つ の 部か ら 組 織さ れ てい ま す 。

詳し い 活 動内 容 な どは そ れ ぞれ の 部長 か ら の紹 介 文 を読 ん で いた だ けれ ば わ か

って い た だけ る と 思い ま す が、会 員の 皆 さ んに は 幅 広く 中 身 のあ る 情報 を 提 供で

きる よ う 、ま た 、一般 の 皆 様に は 山梨 県 作 業療 法 士 会を よ り 知っ て いた だ け る よ

うに 努 力 して い き たい と 思 って い ます 。  

 

＊HP 管 理 部 紹介 

HP 管理 部 長 春 日 居リ ハ ビ リテ ーシ ョ ン 病院  宮 下 隆 之 

 

HP 管理 部 は 今年 度 から 広 報 局に 設置 さ れ た新 し い 部で 、山 梨 県 作 業療 法 士 会

ホー ム ペ ージ の 管 理・運営 を 行 っ てい ま す 。メ ンバ ー は 春日 居 リ ハ ビリ テ ー ショ

ン病 院・宮 下隆 之 、山梨 リ ハ ビリ テー シ ョ ン病 院・佐 藤千 紘 、山梨 厚生 病 院・桑

原宏 和 の 3 名 から な る 小さ い 部 です 。  

ホー ム ペ ージ は 今 年 の 7 月 1 日 に開 設 し まし た 。 みな さ ん 、ご 覧 いた だ け ま

した で し ょう か ？ 当ホ ー ム ペー ジ の役 割 は 大き く 分 けて 2 つあ り ます 。 一 つは

一般 の 閲 覧者 に 向 けた 山 梨 県作 業 療法 士 会 の啓 蒙 、もう 一 つ は士 会 員間 の 情 報交

換や 相 互 交流 の 場 です 。一 般の 閲 覧者 向 け のコ ン テ ンツ に は 作業 療 法や 山 梨 県作

業 療 法 士会 の 紹 介 、 広 報 「や ま な し 」 の掲 載 、 各 種 制 度 の紹 介 な ど が あ りま す 。

士会 員 向 けに は 会 員名 簿 や 総会・理事 会 報 告、学 会・研 修会 情 報、各種 会 員 手続

き な ど で す 。 ト ピ ッ ク ス に は 当 士 会 の 最 新 情 報 ・ 報 告 を 載 せ て い ま す 。 ま た 、

OT 年 間 ス ケ ジ ュ ー ル に は 研 修 会 や 懇 親 会 と い っ た 予 定 を カ レ ン ダ ー 形 式 で わ

かり や す く掲 載 し てお り ま す。「 この 手 続 きは ど う した ら い いの か な？ 」と か「 あ

の研 修 会 いつ だ っ たか し ら ？ 」と いう と き に 、便利 に 活 用し て い た だけ た ら 幸い

です 。 

今回 、ご 紹 介 した コ ン テン ツ 以 外 にも 、便 利 な 情報 を い ろい ろ 取 り 揃え て おり

ます 。立 ち 上 げた ば か りの 新 人 で すが 、さ ら に 内容 の 充 実を 図 っ て いき た い と思

い ま す 。「ま だ 見 て な い よ ！」 と い う 方は 、 ぜ ひ 一 度 ホ ーム ペ ー ジ を ご 覧に な っ

てく だ さ い 。ホー ム ペ ージ に 関 し てお 気 づ きの 点 や ご要 望 な どあ り まし た ら 、ペ

ージ 下 段 の「お 問 い 合わ せ 」よ り どし ど し お申 し 付 けく だ さ い 。ご 協力 よ ろ しく

お願 い い たし ま す 。 

URL http://ot-yamanashi.org/ 
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＊企 画 編 集部 紹 介 

企画 編 集 部長  山 梨厚 生 病 院  勝 俣 奈 央 子 

 

企画 編 集 部は 、 昨 年度 ま で の広 報 部の 活 動 を中 心 に 行っ て い ます ． 年 3 回 、

山梨 県 作 業療 法 士 会ニ ュ ー ス「や まな し 」の 企画 編 集 作業 を し てい ます ．発 行 部

数は 年 々 増え て お り 、数年 前 ま で は３ ０ ０ 部ち ょ っ とで し た が 、今 は４ ０ ０ 部近

くに な っ てい ま す ．県士 会 会 員を はじ め 、他 県士 会 、県 関連 団 体 な どへ 向 け 発送

して い ま す． 

 

ここ で 、 簡単 に 広 報誌 が 出 来る ま での 流 れ をお 話 し ます 。  

① 企 画 会 議 ；発 行 日 ４ヶ 月 程 度前 。 広報 誌 の 内容 や 原 稿依 頼 、  

      今後 の 流 れを 確 認。 

             ☆ アッ ト ホ ーム な 雰囲 気 の 中、 話 し 合っ て い ます 。   

② 原 稿 依 頼 ；各 担 当 が執 筆 を 依頼 

             ☆ み な さ ん の と こ ろ に も 企 画 編集 部 か ら 突 然 お 願 い の 電 話 がい

くか も し れま せ ん ・・ ・ 。 ご協 力 お願 い し ます 。  

③ 原 稿 締 め 切 り ；発 行 日 １ヶ 月 半前 

                ☆な る べ く、 期 限内 に 原 稿を お 願 いし ま す 。  

④ レ イ ア ウ ト ；レ イ ア ウト 係 り（ 一 宮温 泉 病 院の 角 田 さん ） が 編集 作 業し て  

       い ます 。 

⑤ 校 正 会 議 ；発 行 日 ３週 間 前 。仮 に でき た も のを 部 員 の目 で 再 確認  

⑥ 印 刷 ；印 刷 業 者（ 山 梨 市に あ る エ ンド レ ス （株 ）） へ依 頼  

☆約 １ ０ 日程 で 製 本が で き ます 。  

⑦ 発 送 作 業 ；施 設 ご とに 部 数 を分 け て封 筒 に つめ る 。  

 

 

 今 後 も 広報 誌 を 通じ て 会 員同 士 の   

情報 交 換 の場 や 、 日頃 の 業 務に 活 用  

でき る 充 実し た 内 容を 提 供 して い こ  

うと 思 い ます 。 さ らに 、 対 外的 な 活  

動に も 取 り組 み 、 山梨 県 で より 多 く  

の方 々 に 作業 療 法 を知 っ て もら う 機  

会を 作 っ てい こ う 考え て い ます 。  

引き 続 き 、皆 さ ん のご 協 力 をお 願  

いし ま す 。ま た 、 随時 広 報 誌に 対 す  

るご 意 見 や企 画 ア イデ ア を お待 ち し 

てい ま す 。 
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BOOK WATCHING 

 

話すチカラをつくる本 

  

 

山田 ズーニー 著 

三笠書房 500 円 

 

 

 

 

 今回、文献レビューを…という話を受け、色々考えた結果この本のことを書こうと思い

至りました。 

セラピストは病院に勤める以上、人を相手にした仕事です。私自身、自分の考えたプロ

グラムをどう導入するか、どう関係を作るか気を使いながら接していますが、上手くいか

ないこともあります。 

本の中に、『「何を言うか」より「どんな気持ちで言うか」が大事だ』という文章を見つ

けました。日々のアプローチの中で、自分の考えた通りにして欲しい、こう動いて欲しい

など、押し付けてしまうことがあるのを感じています。そのことをいくら隠していても相

手には伝わってしまい、結果として本当に目指す結果を出せない状態を自分で作っている

ことを改めて感じました。 

また、自分の言葉で意見を伝えたい時、私は回りくどくなりがちなのですが、『意見と論

拠』を意識した話し方ができるようになりたいと思いました。 

 

※因みに。この本の特徴は、以下の通りです。（裏表紙より抜粋） 

・初対面でも信頼される人になれる 

・あらぬ誤解を解ける 

・相手が納得するお詫びが言える 

・気持ちよく依頼を引き受けてもらえる 

・面接試験で、楽しんで自己 PR できる 

・自分の意見に自信を持って発言できる 

 

もし少しでも気になるようでしたら、ご一読下さい。 

 

（石和共立病院 西谷 薫） 
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理事会だより 

平成 20 年度 4 月期 山梨県作業療法士会理事会 

日時：平成 20 年 4 月 3 日（水）  

会場：甲府城南病院 作業療法室 

出席者：佐田、中村圭、中村雄、山本、三瀬、前田、 

飯野、諏訪、黒崎、佐藤、岩間、岩井、青木、古屋、 

廣田、大久保、真壁、磯野、海野、杉田 

１、事務局（三瀬） 

1)日本作業療法士協会会員管理システム移行士

会募集要項について 

2)日本作業療法士協会より、「障害者 IT 活用支援

ガイドブック」、運用マニュアル 5 部を受託 

平成 20 年度 6 月期 山梨県作業療法士会理事会 

日時：平成 20 年 6 月 26 日（木）  

会場：石和温泉病院 作業療法室 

出席者：山本、廣田、川崎、中村雄、三瀬、飯野、 

黒崎、青木、古屋、工藤、磯野、山田、松田、野田 

１、事務局（三瀬） 

1)山梨県士会認定作業療法士名簿を受託 

2)地域リハビリ従事者研修会推薦委員検討 

3)都道府県作業療法士会連絡協議会定期総会告 

 川崎副会長出席 

4)日本作業療法士協会より、各士会現況調査報告

を CD にて受託 

5)日本 OT 協会パンフレット 200 部事務局管理 

6)山梨県難病相談・支援センターより、神経系難

病患者のリハビリテーション研修会講師依頼 

7)健康長寿やまなしプラン計画策定委員会委員 

 委員：山本会長 

2、臨時委員会（磯野） 

 ＜法人化準備委員会＞ 

1)一般社団法人化：総会にて提案予定 

 ＜災害対策準備委員会＞ 

1)委員長：山本会長 災害時の委員会について 

マニュアルの作成について 

平成 20 年度 7 月期 山梨県作業療法士会理事会 

日時：平成 20 年 7 月 29 日（木）  

会場：山梨リハビリテーション病院 作業療法室 

出席者：山本、廣田、川崎、中村雄、三瀬、飯野、 

黒崎、青木、古屋、工藤、磯野、山田、松田 

１、事務局（三瀬） 

1)第 2 回小児福祉機器展 in 山梨について 

2)健康長寿やまなしプラン計画策定検討委員会

委員推薦について。山本会長を推薦委員に決定。 

平成 20 年度 8 月期 山梨県作業療法士会理事会 

日時：平成 20 年 9 月 8 日（月）  

会場：山梨リハビリテーション病院 作業療法室 

出席者：佐田、廣田、川崎、三瀬、飯野、黒崎、青 

木、古屋、工藤、磯野、山田、野田 

１、事務局（三瀬） 

1)日本作業療法士協会より「第 6 回協会・士会合

同役職者研修会資料データ」を受託 

 ＜福利部＞ 

1)団体保険について。保険についての説明をホー

ムページと広報誌へ掲載予定 

＜HP 管理部＞ 

2、広報局（飯野） 

1)月に一度ホームページへのアップ 

平成 20 年度 10 月期 山梨県作業療法士会理事会 

日時：平成 20 年 10 月 8 日（水）  

会場：山梨リハビリテーション病院 作業療法室 

出席者：山本、廣田、中村、三瀬、飯野、黒崎、古 

屋、松田、磯野、山田、野田；計１１名。 

１、副会長（廣田） 

1)介護機器普及委員会に出席 

２、事務局（三瀬） 

1)やまなし介護フォーラム実行委員会より、後援

依頼受託。 

2)山梨県社会福祉協議会福祉人材センターより、

広報誌インタビュー依頼受託 

３、事業局（野田・山田） 

＜保険医療福祉部＞ 

1)ポロシャツ及びウィンドブレーカーを追加 

４、学術局（松田・黒崎・工藤） 

＜学会運営部＞ 

1) テーマ：「広がりとつながり～その人らしさを

支える作業療法～」 

日時：4 月 26 日(日) 会場：山梨市民会館 

５、臨時委員会（磯野） 

 ＜法人化準備委員会＞ 

1)新公益法人制度説明会実施                 
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氏名 所属 

武川 かつら 介護老人保健施設 ひばり苑 

佐藤 功一 介護老人保健施設 ひばり苑 

小泉 萌 春日居リハビリテーション病院 

北原 瑠美 春日居リハビリテーション病院 

宮下 美鈴 春日居リハビリテーション病院 

田中 麻美 春日居リハビリテーション病院 

初鹿 裕崇 春日居リハビリテーション病院 

古屋 和浩 春日居リハビリテーション病院 

根本 明子 健康科学大学リハビリテーションクリニック 

井上 咲 健康科学大学リハビリテーションクリニック 

渡邉 洋平 県立北病院 

山下 和美 山梨リハビリテーション病院 

浅尾 章彦 山梨リハビリテーション病院 

野上 雅史 山梨リハビリテーション病院 

日下 仁美 山梨リハビリテーション病院 

安田 貴光 山梨リハビリテーション病院 

                              （敬称略） 

  

*この会員情報は、平成 20 年 6 月 13 日～平成 20 年 10 月 10 日現在の事務局 

情報を元に作成しています。 
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やさしさ・おもいやりを･･･ 

グットケアー 有限会社 

当社は在宅福祉を支援する会社です。 

下記事業所に､お気軽にご相談ください。 

◎住  吉・訪問介護・居宅支援  055-236-6006 

(本部)・福祉用具貸与･販売 住宅改修 

○朝  気・ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ｢笑くぼ｣055-236-6336 

 ○東光寺・訪問介護      055-236-6556 

     ・ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ｢よつ葉｣055-236-6344 
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編集後記 

半年間の老健勤務を終えて病院に戻りました。新しい顔と病院のペースに慣れるまで、少し時間がかかりそうです（米） 

今年も我が家のベランダにはころ柿が整列しました。食べ頃になるのが今から楽しみです。（な） 

寒くなてきたのでコタツを出しました（^-^）横向いてコタツに寝れない自分の骨盤帯の横幅に疑問が…（*_*）（塚） 

毎年この時期になると遠方の友人に凝った年賀状を送りたいと思う気持ちと、面倒くさい気持ちの闘いが…..（つの） 

OT 仲間が結婚ブーム！！約１ヶ月で３件は痛いけど、みんなお幸せに。（内） 

今年こそ、今年こそ、今年こそ。今年もか、今年もか、来年こそ。（ふ） 

最近外食するとなぜか、お～当たり！！な美味しいお店に出会えます。忘年会の季節、これからどんな美味しいものが食

べられるのか、とっても楽しみです。（み） 

先日、八ヶ岳方面へ友人数名と写真を撮りに行きました。紅葉にはまだ早かったですが、色々と寄り道をして美味しい物

が食せたので大満足でした。・・・あれ？・・・しゃ、し、ん、は？（い） 
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山梨県作業療法士会 各種申請書について 

 

●入会申請書 

●退会届 

●登録変更届 

●休会・復会届 

上記の各申請書を山梨県作業療法士会ホームページからダウンロードして頂き、下記まで、

郵送又は FAX にてご連絡ください。もしくは直接、下記連絡先までご連絡頂きますよう

お願い申し上げます。 

 

連絡・郵送先 

山梨県作業療法士会 事務局 管理部 

〒400-0831 山梨県甲府市上町 753-1  

甲府城南病院 リハビリテーション部内 

FAX：055-241-8660（代） TEL：055-241-5811（代） 

 


